枝豆サポーター拡大計画

意図：枝豆を使用したまちづくりを実施するにあたり、枝豆やこの活動を好きになってもらえる枝豆サポーターを増やすことで、郷土長岡に愛着をもってもらう事を意図とします。
定義：サポーターとは、今事業に参加し賛同することで、この活動を発信していただける方
対象：長岡市民、各種イベント会場など来場者
対象人数：3,000人
算出方法：
　　　公式イベント（地域イベントなど）
活動期間（月）×イベント数×動員人数
　　　6か月（4～10月）×2回×200人＝2,400人
　　　他イベント（スーパーなど）
活動期間（月）×イベント数×動員人数
　　　6か月（4～10月）×1回×100人＝600人
　　　合計　　2,400＋600＝3,000人
方針：まちづくりにおいて大事なことは、どのように話題を提供していくかであります。多くの人に認知、参加していただける活動を行うことで、新しい話題が生まれます。その話題を、広報活動を用いてメディア等に取り上げていただくことで、さらなる話題を呼びまちに還元していきます。
　　　この活動では、活動に参加していただく方々に、質の高いアプローチを行いサポーターになっていただくことがポイントとなります。
　　　例えば、子供一人に父、母、祖父、祖母がいるように、対象を把握しアプローチすることで、1回のアプローチで多くの方に広めることができます。
目標：対象人数である3000人のサポーターをつくる
方法：枝豆アートの作成
キャラクターバッジの配布
枝豆振る舞い
枝豆まめ知識コーナー
効果：食材をテーマにしている為、教育の分野へのアプローチが考えられます。
[bookmark: _GoBack]　　　まちづくりのための話題づくりの効果があります。
　　　枝豆を再認識し知識を得ることができます。
　　　
